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	応用
	抗原情報
	背景
	Aktキナーゼに直接結合し、その活性化を阻害することでインスリンシグナル伝達を阻害します。AKT1の「Thr-308」リン酸化部位に直接結合し、その部位をマスクする可能性があります。ATF4に結合し、その転写活性化活性を阻害します。様々なストレスへの適応プロセスである統合ストレス応答（ISR）の調節因子として機能する不活性型プロテインキナーゼです（PubMed:15781252、PubMed:15775988）。DDIT3/CHOPの転写活性を阻害し、ERストレス時のDDIT3/CHOP依存性細胞死に関与します（PubMed:15781252、PubMed:15775988）。プログラム神経細胞死に関与している可能性がありますが、非神経細胞には影響を与えないようです（PubMed:15781252、PubMed:15775988）。 ISR中のATF4依存性転写の負のフィードバック制御因子として作用する。TRIB3の発現はATF4によって促進されるが、TRIB3タンパク質はATF4と相互作用し、ATF4の転写活性を阻害する（類似性による）。Aktキナーゼに直接結合してその活性化を阻害することで、インスリンシグナル伝達を阻害する（類似性による）。AKT1の「Thr-308」リン酸化部位に直接結合してマスクする可能性がある（類似性による）。NF-κBトランス活性化因子p65 RELAと相互作用し、そのリン酸化を阻害することで転写活性化活性を阻害する（PubMed:12736262）。MAPKキナーゼと相互作用し、MAPキナーゼの活性化を制御する（PubMed:15299019）。核DNAのAPOBEC3A編集を阻害することができる（PubMed:22977230）。
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	293T 細胞溶解物中の TRIB3 発現のウエスタンブロット分析。

